
（４.２.16）

－1－

令和４年２月16日 議会改革特別委員会 議事録

９時58分 開会

○出席委員 （８人）

委 員 長 網谷 芳孝

副委員長 西村 一啓

委 員 藤川 和弘、原田 孝徳、小中真樹雄、小田上尚典、北地 範久、

日域 究

議 長 賀屋 幸治

○欠席委員 なし

○網谷委員長 定足数に達しておりますので、ただいまより議会改革特別委員会を開会いた

します。

それでは日程第１から入らせていただきます。

議会報告会についてでございます。

○小中委員 すみません、いいですか。

○網谷委員長 どうぞ。

○小中委員 本来なら先日の議員全員協議会のときに多分すべきだったと思うんですが、山

本議員がお亡くなりになって、山本議員に哀悼の意を捧げる意味でも、今日全員そろって

はいませんけれども、１分間黙禱をするというのはいかがでしょうか、議長。

○網谷委員長 この件については、議長。

○小中委員 僕はとりあえず、議長に。

○賀屋議長 この件につきましては、この後の各派代表会議の中でどういうふうに今取扱い

をさせてもらおうかということについては説明をさせていただいて、全員がそろった状況

の中で、なおかつ本会議場で黙禱をしていくということのほうが、どこの議会もそのよう

な形を取っているみたいなので、そういうふうにさせていただこうということを話をさせ

てもらおうということにしていますので、そのときにまた意見があればお願いします。

○網谷委員長 よろしいですか。

〔「はい」と呼ぶ者あり〕

○網谷委員長 それでは、ただいまより議会改革特別委員会を開会いたします。

まず日程第１議会報告会についてでございますが、最初に議会改革特別委員会に正式な

お話をしていただいていないんですよね。これ、嫌みを言うわけじゃないんですがね。そ

のことにつきまして、少し順序が違うかもしれませんが、議員定数問題についてを議会報

告会に報告事項として提出するかということを、まだ特別委員会として諮っておりません

ので、確認のために議会報告会に報告事項として議員定数問題についてを報告するという

ことでよろしいでしょうか。委員の皆さん、何か意見があれば。

小田上委員。

○小田上委員 おはようございます。



（４.２.16）

－2－

班長会議、議員全員協議会にわたって、議会報告会で定数のことについてという話をさ

れて、先ほど委員長が言われたとおりに、今までの、従前の方法だと、委員会の中からこ

れはどうかというのを出していくべきだったんだろうとは思います。ただ、議員全員協議

会の中でもそういう流れが出てたと思いますし、取り上げる、取り上げないっていう気持

ちではありません。

ただ定数問題についてだけだと、なかなか今、現段階決まっていることっていうのもお

示しできることも少ないのかなと。ただ意見を聴くだけっていうことになりかねないなと

思いますので、例えば前回、前委員長のときからにはなりますが、議員の成り手不足につ

いてこういうことを今までやってきましたという流れで、もちろんその中には定数の話も

触れることになろうと思いますので、そのほうがいいのかなと。そういう大枠で議員定数

についてっていう形で議会改革特別委員会が上げるんじゃなくて、成り手不足についてっ

ていう形で議会改革特別委員会で報告会に持っていくっていうことであれば、ある程度市

民の皆様にお伝えできることもあるんじゃないかなというふうに思います。

○網谷委員長 ありがとうございます。

ということで、議員の成り手不足というのは、令和元年ですか、議長から諮問をされた

ことでございますので、その中にも付議事項として議員の成り手不足と、もう一つが議長

の意見を諮るといいますか、諮問するという意味もありますので、これは大名目ではござ

いますので、これから議論する中で、成り手不足という項目がどういう位置づけになるか

というのを議論していかなければなりませんので、そんなところも含めて、まず議会報告

会について、議会改革特別委員会として報告事項として取り上げていただくということで、

その件に関してはよろしいでしょうか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○網谷委員長 異議なしということで、そういうふうに議会報告に報告事項として提出させ

ていただきます。よろしくお願いします。

それから今、小田上委員の言われた議員定数の議員の成り手不足。これも大変大きな課

題ではございますので、とはいえ全国的な問題ではございます。これも議論の中には皆さ

んお含みおきの上、しっかり議論として入れていただければと思います。

ということで、議会報告会に、議会改革特別委員会として参加をし、市民の意見交換の

中に入れるということで、御確認よろしくお願いします。

ということで、マニュアルをまだ特別委員会として、そんなに途中経過でございますし、

結論めいた議論もまだ成り立っていませんので、大変難しいところではございますが、と

はいえ資料が少なからず必要と思いますね。

そういう方向で前回の２月７日にございました、議員全員協議会の皆さんの意見には、

宿題として何か考えていただいておいたらということは、私は口頭ではございますが、申

し上げたと思うんですが、この前、西村副委員長と協議しましたところ、なかなか今の時

点で、議会改革特別委員会として成り手不足につき、議員定数についても、協議はもちろ

んしておりますが、結論に準ずるようなまだ結果も出ておりませんので、資料としては難

しいんではないかということを副委員長とは話しましたんですが、最低限の資料としては
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皆さんに昨日でしたか、サイドブックスのほうに載せていただいたと思うんですが、説明

文章ですね。俗に言う読み原稿ですか、これはもう必ず要るんですが、それから資料とし

ては昭和29年の大竹市発足当時から現在までの議員定数の流れ、経緯ですね。それぐらい

は提示できるのではないかということを、副委員長とはお話ししたわけでございますが、

そのほかに何か、いや、これはやる、これはどうかというような意見があれば発言してい

ただければと思うんですが。

小中委員。

○小中委員 議会報告会といえども、要するに透明性を確保するということが大変重要だと

思いますので、私がつくりました、先日議長が４万とか５万とかおっしゃいましたが、２

万から４万までの全国の市の人口面積で、その前回選挙がどうなったかと。それで議員報

酬等も全部網羅した表を作っておりますので、これは市民に公開しても、私は全く問題な

いと思います。

それともう一つ、やった、やったって言いますけど、市民に議会が何たるかをＳＮＳで

やったって言いますが、じゃあその、例えばアクセス数とか検証とかはちゃんとやってる

のかと。検証もやってないのにやりっぱなしだったら、単なる自己満足にしか過ぎません

からね。何も、ほとんど誰も見てない、そんなもんつくったってしょうがないでしょう。

明らかにこういうふうな、つくったけどアクセス数はこのぐらいだと。どんだけそれが役

に立っているか、それをちゃんとやらないのに、さらに次がどうのこうの言ったって始ま

らんわけですからね。やったことはちゃんと検証するという、そういう真摯な態度がなか

ったら、話にならんと私は思いますね。

それと、あえてつけ加えますが、その定数問題じゃないっていうか、議会の意見じゃな

くて市民が、例えば無投票に対して、だから議員定数がどうのこうのっちゅったって、い

わゆる話として、どのように考えているかを聞くのは全然問題がないと思いますし、それ

と議会改革特別委員会ではここまで今論議が進んでますが、皆さんはどのようにお考えで

すかというのを聞くのは全く問題ないわけで、単なる、要するに定数から逃げてばっかり

じゃ、私は話にならんと思います。

○網谷委員長 ありがとうございます。

別に定数から逃げとるわけじゃないんですがね。これは最初の令和元年からの皆さんの

意見を聴取した中での15項目の中の一つを今回の委員会が選んで協議をしようということ

になっとるんで、その辺のところはもちろん軽視はしておりませんので、よろしくお願い

します。

原田委員。

○原田委員 今、小中委員のほうから話があったんですけど、それに続くような形でお話を

させていただくと、議員定数の問題というのを取り上げるということが決まって、委員長

がおっしゃったようにやり始めているわけですから、議員定数の問題というのを議会改革

特別委員会の中で取り上げているということを、今、ほとんどの市民の方が知らないと。

結論めいたものはないと委員長はおっしゃったんですけれども、その結論めいた話がない

というのは、どういう過程を経てその結論めいた話になったのか、その中身がどういう議



（４.２.16）

－4－

論をしてきたかっていうことを、やっぱり市民の方にお知らせしないと、何で結論めいた

話になってないのかっていうことも分からないでは困るので、その辺り資料として、議会

改革特別委員会でいついつ、どういう議論をしてきたという経緯を、説明、文章にして出

すっていうのは必要ではないかというふうに思います。

以上です。

○網谷委員長 今までの、結論めいたということがないということは、まだ途中経過という

意味でもございまして、今の経過の話題という、話の中の皆さんの発言の内容ですよね。

それは挨拶文にも盛り込まれると思います。それから今まで委員会となってから３年目で

すか、今までの流れの経緯をもちろん説明しなければいけんということは私自身も考えて

おりますので、それは文章の中に入ろうかと思います。その予定でございます、私はね。

それからそのほかに、先ほど申しましたような、今、小中委員が言われましたようなそ

ういう資料もどうなのかなというのも、ほかに今の小中委員の意見に対しまして、何かご

ざいましたら、どなたか。

小田上委員。

○小田上委員 この資料だったり議員報酬も載ってますけど、別に市民の方に、これ全て、

委員が本当に合っているのかどうかのチェックが要るのか、小中委員に出典をしっかり教

えていただいて、ここからのデータですよっていうのが説明できれば、出すことは全く問

題ないのかなと。

ただ、これをどういうふうに使うか。ただ出して、今この資料を使っての話合い、協議

っていうものが行われた記憶がほぼないので、小中委員から最初に説明いただいた後に、

その辺り説明をどうしていこうかなって今考えていたところはあるんですが、あと小中委

員に言われてそのとおりだなと思ったのが、やるだけやって検証してないと。そのとおり

だなとは思いました。

ただ、検証すべきことはこの議会改革特別委員会なのかなとは思うので、それはうちで、

委員長がもちろん決めていただくことでもあるんでしょうが、我々委員も検証する機会を

持ったほうがいいんじゃないかという声は早めに上げるべきだったかなというふうには思

います。

原田委員が言われたとおり、結論めいたものがないっていうところの言葉は置いておい

て、こうだっていう結論は出てないというのもあります。ただ、なぜ結論が出てないのか

っていうのに、最初の２年間こういうことをやってきましたと。この辺言われたとおり、

検証作業を、資料を作る前にやらないといけないのかなと思いましたが、ただそういう資

料は自由討議なりＳＮＳ、ＹｏｕＴｕｂｅ等でやってきました。その辺りは口頭で説明す

るだけだと分かりにくいものばかりなので、こういうものですっていう資料があるといい

のかなとは思いました。

以上です。

○網谷委員長 もちろん、今回はどういうふうなものを提示するかということと思ったんで

すが、これからの流れを、先に言っておきます。

今日のは大体のざっくりとしたテーマですよね、報告会に提示する。その流れと、次回
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は４日になるんですかね、特別委員会は。その中で役割分担をして、それから３月中には

もう一回委員会をやりまして、役割分担をしたその書類を、資料を照らし合わせて、もう

一度委員会で協議しまして、議会報告会がこの前の議員全員協議会の話の中では、早くて

４月の下旬ということなんですから、３月いっぱいには議会改革特別委員会としまして結

論を出して、４月上旬にはもういつでも議員全員協議会なり各班にでも資料がお渡しでき

るような状態にしたいというふうに、私は考えております。

そういうことですので、今日はどういうテーマをしっかり、これとこれを出すというよ

うな感じになれば、次回役割分担を決めて、３月の終わりには提出していただくというこ

とで、そういう流れで行こうと思っているんですが、最初の議会改革特別委員会のスケジ

ュールとしましては、議会報告会が頭になかったので、狂うかも分かりませんが、今回は

議会報告会に、先ほど承認されましたので、定数ということを集中してやっていきたいと

思いますので、そういう方向でおりますのですが、どうですか、よろしいでしょうかね。

小田上委員。

○小田上委員 資料を作って市民の方に、確実、間違いのない情報を提供して、しっかり意

見もいただくと言われましたので、成り手不足についてこういうことをやってきました、

議員定数の話にはもちろんなると思いますが、ほかの部分でもどう思いますかっていう意

見も、先ほど言われた検証のために必要だと思うんですね。なので、そこの意見も欲しい

なと思います。

ただ、資料づくりだけに１か月間追われると、当初やりたかった協議もできないという

ところもあると思うので、どうなんでしょう。協議は協議、資料作りは資料作りで委員会

の数、増えることは全く、僕個人としては全く問題ないんですが、同時並行でもいいのか

なと思ったりもします。

以上です。

○網谷委員長 ありがとうございました。

ただ、今回の議会改革特別委員会の議会報告会に提示するということでございますが、

今までと意味合いが変わってくるのではないかということでございます。というのが、今

までは常任委員会は予算委員会等、そういう中での提示になったと思いますが、ほとんど

がもう決まったものを提示するという報告というスタイルになったと思いますが、今回は

途中の報告ということになりますので、意味合いが違うのかなというふうに感じておりま

す。

そのようなことで、今小田上委員も言われましたが、小中委員の今提示されたことに対

しましては、今のところやっても差し支えないんではないかという意見でよろしいですか

ね。これからは、具体的にはしていかなければなりませんので。

小中委員。

○小中委員 私の作成しました資料は、２日間で、まず日本国勢図会で２万から４万の都市

を抜き出して、それでさらにその各地の議員定数条例、議員報酬条例っていうのは全部ネ

ットにアップされていますので、それを一々チェックして作成しました。あと面積とか人

口とかそういうものは、全部その各市の資料に載ってますので、それで２日間かけて作成
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しました。面積っていうのは、平方キロメートルっていうのは、もう小数点以下は削除と

いうか無視して、しております。

だから、別にまだしてないけれども実際こうだという、私がこの表を作ろうと思ったの

は、すぐ議員報酬を増やしたら議員がどうのこうのというときには、他市と比較するとい

うか、今までその何か議員定数を削減しているって、近隣っていうよりも、境港市や大田

市やほかの市よりも、大竹市のほうが断然議員報酬が高いと。だから、私個人的に何を言

うてるんかなと。その怒りというか、何を言うとるんかっちゅうその怒りが源泉にあるん

ですけどね。実際そんなこと言ったって市民に理解されるわけない、それで市民にもちゃ

んとその、実際ほかの市とどうなんかっていうのを知ってもらうっていうのは、それはそ

れで必要やと思いますよね。

だから市民が例えば定数とかで、現状のままでええんちゃうんかって言ったら、それな

ら私、言いますよ。それなら次また無投票になったら、どないなりまんねんと。だからそ

ういうその議論をすることは、私は決して無駄じゃないと思いますけどね。私は市民が絶

対正しいとも思ってないし、私が絶対正しいとも思ってはないけれども、そのちゃんとし

た信念はないとあかんと思いますからね。

だから市民にどう思われようとか、そういう問題じゃないんですよね。どうすべきかっ

て自分が信念持っとったら、無記名でアンケートなんかする必要ないわけで、ちゃんと自

分が正しいと、絶対に議員減らしたらあかんというのが正しいと思うんやったら、そのア

ンケートなんかでもちゃんと記名をして、自分で責任を持った主張をすべきやと、私は思

います。

以上です。

○網谷委員長 ありがとうございました。

もう記名・無記名は済みましたので、無記名にしましたこと、私、委員長としておわび

申し上げます。私は皆さんが少しでも本音で意見を出されたらという気持ちもございまし

たのでそういうふうにさせていただいたんですが、これからこういうことがありましたら、

以後気をつけてまいりたいと思います。

原田委員。

○原田委員 すみません、空気読めなくて、ごめんなさい。失礼いたしました。

先ほどからの議論は、要は資料を３月の終わりまでに作るっていうお話だったと思うん

ですよね。今小田上委員が言われたように、資料を作るだけでは議論が進まないから、議

論も平行して進めましょうということだと思うんですよ。私も賛成なんですが、議会報告

のための議会改革特別委員会じゃないので、あくまでも議論をしながらその中で資料を作

っていくと。

資料っていっても、さっきの中の話だと、検証したものと、それからこれまでの経緯。

小中委員のその資料とか、大竹市制始まってずっと定数がどう動いたかっていう資料って

いうのは、その確認作業ぐらいかなと思いますので、その検証すること、検証してそれを

資料に起こすということと、それからこれまでの経緯ぐらいかなと思うんですが、それも

できればぎりぎりまで、その議会報告会の、多分４月もやると思うので、議会改革特別委
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員会を、そしたらそれをある程度作っておいて、その４月の分もプラスして、最新の議論

はこんな議論ですっていうのを出さなくちゃいけないと思うんですが、別に平行してやっ

ても問題ないと思いますし、時間を長く取りたいんであれば午後からやって夕方までやっ

てもいいと思うし、その辺はいろいろ考えることができると思うので、とにかく小田上委

員が言われたように、やっぱり平行して資料作りと、それから議論とをやらなければなら

ないと、私は思います。

以上です。

○網谷委員長 ありがとうございます。

いろいろな意見が出とるんですが、今日はどういう資料を作成するかということが主な

テーマでございますので、今いろいろ意見が出とりますが、具体的に言っていただければ、

一つずつの資料の提案を皆さんと決めていただいたらと思いますので、今小中委員が言わ

れましたのは、一番透明性の、今本当に時間を費やして作っていただきました資料ですよ

ね、あれ。あれは本当に詳しく出とるんですが、その資料を活用するということでよろし

いですか。小中委員、よろしいですか。

○小中委員 あくまでも参考資料として。

○網谷委員長 もちろんです。

○小中委員 市民の方に見ていただくのは、全く問題ありません。

○網谷委員長 それでは人口数、その地域の面積もみな出とったと思いますので、一応それ

は使用させていただくということで、決めさせていただきます。

そのほかに、今までの検証ということなんですが、これはどういうふうにやられたらい

いのかどうか。具体的に検証、検証と言われても、視聴率を見るのか何を見るのか、それ

を表にして出すのか、いろいろな方法があろうかと思うんですが。

小田上委員。

○小田上委員 ごめんなさい、整理をさせていただきたいんですけど、こういう報告をした

いからこういう資料が要るよねっていう考え方なのか、この資料があるからこういう報告

ができるよねっていう考え方をするのか、どっちかなんだろうと思います。

先ほど小中委員の資料を使うことは、出すことは全く僕も反対ではないと言いました。

ただ、これを使った議論だったりをしてないので、この資料を使ってどのような説明をし

ていくんだろうかなという想像がまだついてないと。単純にうちとほかの市町を比較して

くださいっていうことだったらいいんですけど、例えばこの今後の議論の中で、ほかの市

町と比較することが例えばナンセンスだとなった場合に、なぜこの資料があったんだとな

るかもしれないじゃないですか。

なので、この資料の使い方って、こういうことをやりたいからこの資料があるよね、な

のか、この資料を使ってこう説明するんだよっていうのが、報告したい内容があってのほ

うがいいのかなと。じゃないと、あくまで参考ですと言われても、議会報告会で議会から

配られた資料にはなるので、そこは気をつけたほうがいいというか、明確にしといたほう

がいいのかなとは思いました。

検証の部分なんですが、検証のやり方いっぱいあると思います。Ｆａｃｅｂｏｏｋもや
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ってますし、ＹｏｕＴｕｂｅもやってます。自由討議は、実際に自由討議として開催され

たことがないので難しいですが、ＳＮＳ等は、実際にＦａｃｅｂｏｏｋ、どれだけアクセ

ス数があったのか、どれだけ投稿したのかって見ることができます。ＹｏｕＴｕｂｅの場

合は実際にどれぐらい再生されたのかっていうところ、どこまで見てもらっているのかっ

ていうところまで細かく見ることができます。その数値を出して、こういうことになって

ますっていうのは報告として、資料は作れるかなと思います。

ただ、それは内々でできる検証部分も多くあると思うので、こういうことをやってます

よっていう市民の方にお伝えして、知らなかったっていうことであれば、どうだったら知

れたんだろうかっていうところを話をしていくのが検証になるとか、内容を見てみて、も

っとこうだったらいいのにとかっていうところの意見を直接いただくっていうのも検証に

つながるのかなと思うので、やり方はいっぱいあると思います。数字を出せと言われれば、

事務局の協力、議長の協力も必要になりますが、数字はすぐ出せると思います。

以上です。

○網谷委員長 ありがとうございました。それは可能ということでございますね。ありがと

うございました。

ということで、今２つ決まったということですよね。それでよろしいですか、皆さん。

北地委員。

○北地委員 どういう資料を作るかということで今お話が進んでいるところなんですけれど

も、整理していくと、今回の報告会では、今までの状況を報告すると。それで多少なり市

民から何らかの意見は出るだろうけど、それには対応していこうというようなところで行

くんかなと思っとるんですけれども、今回市内３か所で１回やるだけの話なので、そこで

出た意見がこの委員会の中でどのように反映されるのか。逆に足かせになるのではないか

というようなことも心配しております。例えば１か所に100人来られました。それで３か

所で300人来られました。大竹市の人口は２万6,000人ですから、３万として、１％の意見

ですよね。それが大きな足かせになるんでは困るなというのが、今の思いでございます。

それと報告の資料作りなんですけれども、どういう報告をするのか、それを先に決めな

いと、どういう資料を作るのかというのは私としては言いづらいなというところがありま

して、その辺からまとめたほうがいいのかなというような思いもありますが、その辺りい

かがでしょうか。

○網谷委員長 ありがとうございます。今北地委員が言われたように、大変難しいところな

んですよね。今小中委員、また原田委員もそうなんですが、私と副委員長と協議した内容

を昨日サイドブックスに載せとると思うんですが、まだ途中経過でございますので、これ。

今までの流れのきっかけだったものを報告するんじゃないので、なかなか難しいところも

ございますんですが、その提示したものをどういうふうにまた議論の仕方をするのかとか、

そういう問題も出てきますよね、今の協議の中の流れから行きますとね。

それに今、私は先ほど２つの予算の了解を得たということなんですが、どうなんでしょ

うかね。今北地委員が言われたように、議会報告会が今３か所で１回ということなんです

が、これが果たして今までの報告会を３回ずつで９か所でやったんですかね、おととし、
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一昨年はね。その人数的なものですと、どういうふうに今位置づけたらいいのか。その一

昨年の９回の中で何人ぐらい、全体で何人ぐらいだったかね、局長。分かります。

今数字のことを言われてどうのこうのという話にはならないと思うんですが、その辺の

ところも議論の一つになろうかと思いますが、これから先にはね。主にはこの話は、正副

班長の会議の中での議論になろうかと思いますが、委員の皆さんに私が決めていただきた

いことは、先ほど言いましたような、これから委員のデータを活用するということで、そ

れから今まで行ってきましたＳＮＳの関係の検証ということで、これを今了解していただ

いているということなんですが。

原田委員。

○原田委員 今回のその議会報告会のテーマは、議員定数の問題についてですよね。ですか

ら、もちろん検証の資料も必要だと思いますし、議会改革特別委員会でやってきたことで

すから必要だと思いますけど、あくまでもその議員定数の問題についてというテーマだと

すると、さっき結論めいたものが出てないですが、要は経緯を、これまでどのような経緯

で議論してきたかっていうことを説明する、資料を作って説明するぐらいしかないのかな

と思って、その中で資料として小中委員が作ってくださったこういう資料も、資料の中に

ありましたと。

大竹市がずっと議員定数を減らしてきたその経緯みたいなものも議論したのか、私は覚

えてないんですが、仮にそれがあったとするならば、その資料も添付するという形で、あ

くまでも議員定数の問題についてというテーマですので、私はこれまでの経緯をしっかり

説明すると。その説明する文書を作っておくということじゃないかなと思うんですが、す

みません、私の考えが違ったら御指摘ください。お願いします。

○網谷委員長 北地委員。

○北地委員 今、原田委員のほうから、今回の議会報告会のテーマが議員定数というのは、

これは決まっとるんですかね。私は、議会改革特別委員会の報告をするというのは、さっ

き決めたと思うんですよ。この委員会の報告ということであれば、議会改革特別委員会の

問われとるのは、議員の成り手不足のテーマです。定数はその中の枝なんですよ。だから、

報告するんであればこの３年間の活動報告をするわけでしょう。最初の、令和元年から始

まったほかの報告があるんでしょう。それでいいんですよね。そうすると今回の定数とい

うのが、テーマになったんですか。そこを整理しとかないと。よろしくお願いします。

○網谷委員長 だんだん協議の話が。

小中委員。

○小中委員 要するに、委員長が、大体要するに９月議会までに、最終的には議員定数をど

うするかという結論は、この議会改革特別委員会として出すというのを明言されているわ

けですから、こういうタイムスケジュールがあって、現在はこうなっていますっていうの

を市民に説明するのは当然の話であって、それでその成り手不足、成り手不足ってだから

ＳＮＳでどうやって成り手不足が解消されるねんっちゅう話ですよ。

そんなね、多くの自治体は無投票とは関係ないとこないだ言ってましたけど、多くの自

治体は無投票になったら、すぐ次の議会で、議会改革特別委員会をつくるとかつくらない
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とか、私の調べた限りでは、それが否決されるかは可決されるかは別として、真摯に議員

定数を議論しているんですよ。それが世間の常識なんですよ。

それを、成り手不足、そんなものは新聞が何とか書くって、それはその要因の一つには

なるかもしれんけど、ちゃんとやるべきことを本当にやってきたんかと。私は大変疑問で、

順序が全く異なっているっていうか、要するに、こんなん言うたらその議員が全部、その

反対っちゅうか、議員定数を減らしたくないからというんかどうか知りませんけど、それ

は私は間違っていると思いますし、その１回がどうのこうのと。

一応市民が聞いとるかどうかって、決めるのは我々なんですから、市民が賛成か反対か、

市民が賛成のほうが多かったら、無投票になってもええからって、定数削減に反対するん

かと。私はそんなことはありませんからね。市民が何と言おうと、だからさっきも言った

ように、じゃああんたら、投票の権利を奪われてもええんかと。ただ何の、少なくとも２

回連続っていうことは、１回の議員の評価が問われないっちゅうことですからね。最高裁

の裁判官の国民審査だって、マル・バツをつけるんですよ。だから無投票っていうことは、

マル・バツがつかないっちゅうことですからね。だから、それを。

○網谷委員長 小中委員、私が怒られたようなんですが、今。それはよく分かりますけどね。

○小中委員 いや、だから、１回であろうがやらないよりはましなんであって、だからそれ

でその何か引っ張られるっていうか、最終的には16人の議員が、自分が自信を持って、自

信と信念を持って決める話なんだから、それで先日も申しましたように、ここの委員会で

例えば可決、もう否決されたらおしまいやろうけど、可決されても、その本会議で否決っ

ていう手はあるわけですよ。否決っていう手があるっていうのは語弊がありますけどね。

だから少なくとも、要するに、市民がどういうふうに考えているかっちゅうのを聞くこ

とは必要だけど、最終的に決めるのは議員個人個人だということを。

〔「委員長、報告会どうするんか決めるところやろう。そんな個人の意見聴かんでええやろ

う。」と呼ぶ者あり〕

○網谷委員長 分かっとるんですが、一応。

○小中委員 じゃあ、もういいです。

○網谷委員長 いいですか。そういうことで。

小田上委員。

○小田上委員 すみません、もう全く見えないので、できれば休憩をしていただくかぐらい

かなと思うんですが、整理したいのが、やるって決まったんですよね、議会改革特別委員

会で。やるって決まって、小中委員とかが今発言されとったのは、議会改革特別委員会の

協議の中身であれば僕は全然いいと思うんですけど、何を報告するかっちゅう話を決めよ

うっていう段階であまり話されても、前に進まんなと。

簡単に言えば、定数のことだけ報告したい人たちがいる、今まで議会改革特別委員会が

この３年近くやってきたことを、全体的に報告したいっていう人がいる。その２つなんだ

ろうと思うんですよ。それをどうするか決めればいいんじゃないかなと思うので、もう定

数だけやるんだったら定数だけやればいいし、議会改革特別委員会全体として報告、今ま

でやってきたことを含めて、だって議長から一番最初に報告されたのって、成り手不足で
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すからね。付議事項は成り手不足とその他議長が認める事項ですから、別にいきなり議員

定数について考えてくれって当時の議長に言われたわけじゃないと、僕は思ってます。

なので、議員定数だけやるんだったらやればいいけど、それをやるのかやらないのかを

ここで決めましょうよ。別に内容がどうこう、誰がどう思ってるとかじゃなくていいと思

います。

○網谷委員長 原田委員。

○原田委員 小田上委員と同じ意見なんですけど、今回その、これまで議会報告会の中で、

議会改革特別委員会として何か報告を今までしたことがあるのか、その辺は分からないん

ですけれども、今回するっていうのは、例えば基地周辺対策特別委員会が、じゃあやるか

って言ったら、しない。するんですか。するんであれば、基地周辺対策特別委員会もする、

議会改革特別委員会もするっていうことで、じゃあ議会改革特別委員会そのものの議論が

この３年間どうだったかっていうことだと思うんですが、もしそうじゃなくて、議会改革

特別委員会だけが何か資料を作って報告するということであれば、この議員定数は問題な

のかなと思うんですが、その辺がよく分からないので、小田上委員のおっしゃるとおり、

整理をしていただいて、議論しやすいようにまとめていただけるとありがたいんですけど、

お願いいたします。

○網谷委員長 ありがとうございます。

今副委員長が、休憩しましょうということなので、10分ほど休憩します。空気換気もあ

りますので、よろしくお願いします。

10時45分休憩

10時56分再開

○網谷委員長 それでは休憩前に引き続き、会議を続行いたします。

協議をまとめてみたいんですが、この委員会は昨年９月に発足されまして、その中で最

初の委員会は、前期のほうは令和元年９月に発足され、付議事項としましては、議会改革

特別委員会に関して議長が必要と認める事項、２番目が議員の成り手不足解消に関する事

項、これが大きな２つのテーマでございます。その中で委員の皆さんに活動方針として募

ったところ、15項目が提示されまして、その中に前期の場合が４つ、検証しながらではご

ざいますが、実行されて決定されております。

そして今回、昨年の９月に同じように皆さんから活動方針として項目を挙げていただい

た中には、令和元年の最初の前期の項目の中以外になかったということで、その中の名代

は成り手不足ということでございます。その中の１項目の中に、議員の在り方、議員定数

についてという項目がございまして、それでこのたびの皆さんの委員の中から、全員が一

致で議員定数の在り方、議員定数についてを選んでいただいたということで、９月からこ

うして今現在まで来ている状態でございます。

そうした中で、議員の成り手不足ということ、これは名代といいますか大きな課題とい

うことで、その中での議員の成り手不足ということになりますと、大変大きなテーマとい

うことになろうかと思います。そうした中で一つに絞ろうかということで皆さんが選んで

いただいたのが議員定数の在り方、議員定数についてということでございますので、その
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ことについて今回も議会報告会に、先ほど皆さんから了解いただきました提示事項として、

議員の在り方、議員定数についてということを、報告会の中でまた全面的に決まるのは今

からになるんですかね。

〔「報告会の中で。これは班長会議で」と呼ぶ者あり〕

○網谷委員長 ということで、議会改革特別委員会の中では、提出事項として了解していた

だいたということございます。どちらにしましても確かに成り手不足というのは大きな課

題でございます。議員の成り手不足については付議事項ではございますが、その中の議員

定数の在り方、議員定数についてを皆さんと一緒に選んだわけでございます。そうしたこ

とで、これについて議論をしていただきたいということで、ただこの議論の中には成り手

不足の議論も含まれると思います。ということで、原点に戻りまして、議員定数の在り方、

議員定数についてをメインに考えていただき、それに即した資料の、今提示をしていただ

いておるということでございます。

その中で了解いただいたのが、小中委員の議員定数の全国的な市町の数字、面積その他、

報酬、全部載っておりますので、これを資料とさせていただくということと、それからＳ

ＮＳ、ＹｏｕＴｕｂｅなどのアクセス回数等を調査して、これも一つの資料とするという

こと、この２点が今決まっておるということでございます。

それと、私と副委員長が協議の中で示しました、昭和29年大竹市発足当初から現在まで

の議員定数の経緯、大きく分けてこの３つが今了解されているわけでございますので、な

るべくそこに関することは、全体面が入りますので、そういうことも含めて皆さんのこれ

からの協議の中で発していただければと思いますが、以上、今３点について了解をいただ

いておるということで、理解していただけましたかね。ということで、よろしくお願いし

ます。

まだほかに何か意見がございましたら。

日域委員。

○日域委員 なかなか分かりにくいんですけれども、この前の選挙が無投票だったっちゅう

ことは、一定の問題意識を持つに至った理由ですよね、皆さんのね。それで成り手不足か

どうか、いろんな言葉がありましたけど、成り手不足っていうのは何に対して不足しとる

かと言うたら、選挙になるだけ候補者がいないということですよね。候補者を増やすか定

数を減らすか、そしたら選挙になって、選挙って一般有権者から見ると選択権ですから、

だから選挙があるほうがいいよねっていうのは、これは皆さん共通の認識ではあるんでし

ょう。

増やそうというのは難しいですけれども、私は増やそうということもやってほしいとは

思いますが、じゃあ成り手不足の対応策とすれば、もう一方では定数を減らそうかなと。

いいか悪いか、それはだから議論なんですけれども、それをきちんと、これを議論するっ

て委員長のほうで言ってもらったら、もっと議論がしやすいのかなという気がしますけれ

ども、それと議会報告会っていうのは、言葉が私、言葉のせいもあるんですけれども、報

告会ですよね。だからあったことを報告するんよっていうんですけれども、参加している

方の多くの認識は、わしらも言わせえやって、質問させえとか意見を言わせえっていう空



（４.２.16）

－13－

気がすごく強いですよね。こちらが報告する時間を我慢して聞いとると、そういうイメー

ジがあるんですけれども、今回のことについては、今こうやってますよっていうのは報告

対象になり得ますけれども、この議論の上で行けば、幾ら僅かの人間であっても、わざわ

ざ会場に足を運んでくれた、ある意味では意識の高い人たちだとすれば、その人たちの言

うとおりにするわけじゃないけれども、そこの意見を伺うということもやっぱり付随的に、

それは意見は言うでしょうけれども、やっぱり今回のことで言えば、こちらはこうやって

今こんなことをやっているけれども、有権者として皆さんどんなふうに思われますかって

いうのは、きちんとプログラムに入れて、聞くということもやってほしいなと思います。

定数を減らしたらいいんじゃないかっていう意見は結構聞くんですけれども、現状維持

もいいんです、私、現状維持っていう意見がまかりならんなんて思ってませんけれども、

なぜ現状維持なのかっていうことは、またそう思っている委員の方は、そこの正当性とい

うか、やっぱり言ってほしい気はするんですよね。

じゃあ、でもその定数、現状維持でいいんであれば、じゃあ成り手不足はどうなるのっ

ていうことになって、そしたら今度成り手を増やそう、わしは定数は触らんでええと思う

けれども、その代わり成り手を増やすんじゃって、こういうアイデアがある、ああいうア

イデアがあるっておっしゃっていただけたらいいなと思いますけれども、成り手不足って

言いながら定数削減に反対であれば、じゃあ何もしないことになりますよね。いろんな意

見をもっと整理整頓しながら、いろんな意見を出してほしいなという気はします。

私はどっちでもいいけれども、大竹市が無投票になった後、新聞記事によると、連鎖的

に、連鎖してはないと思いますけれども、あちこちで、この界隈で無投票が続いてますよ

ね。そういう意味ではやっぱり根本的なところに、そういう状況に今なってしまってるん

だと思いますけれども、そしたら好むと好まざるとにかかわらず、一定の削減は必要なの

かなと私は思っていますけれども、それは今ここで言うべきかどうか知りませんけれども、

以上です。

○網谷委員長 ありがとうございます。

テーマが議会改革特別委員会そのものの、この今回のテーマが議員定数の在り方という

ことなんで、もう絞られとるんで、本当にこうして委員会を何回も開いても同じような意

見が出るのは、これはしょうがないと言ったらしょうがないんですが、そうする中でその

ようなことで、どこへ視察に行ってみるとか、コロナの中でそういうこともできませんし、

国の法律そのものが、各地域の自治体で定数については決めていただくという方針になっ

ておりますので、こういうコメントがいいのか悪いのかよく分かりませんのですが、他の

市町の意見を聞いても、一昔前ならかなりの参考になろうかと思いますが、今は各自治体

で決めてほしいという国の方針もございますので、その辺のところも何ですか、あまり気

にする必要がないと言えば語弊が出るかも分かりませんが、大竹市は大竹市独自の考えで

行っても差し支えないんじゃないかということでございます。逆に言えば、責任がかなり

ある、我々特別委員会でございます。という、今の私の見解といいますか、そのようなこ

とで。ほかに何か。

小田上委員。
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○小田上委員 すみません、議会報告会に関わらせていただいたところの記憶しかないので、

以前のところは聞いているところしか分からないんですけど、経験した限りで言えば、報

告事項を報告していって、直近の定例会だったり各委員会から出てきたものでこれにしよ

うと決めたものを報告して、その中で意見交換のテーマっていうのが別にあったんじゃな

いかと思います。

この議会改革特別委員会からどの部分を任されているのか、それで全体の議会報告会と

してどのようなプログラムっていうところが、班長会議に参加している中でもまだ明確に

出てない状態なので、どっちに、報告に振って作る資料が必要なのか、意見をもらうため

の資料が必要なのかというところも、明確になり切ってないのかなと。例えばですけど、

議員定数について意見交換をしたいという、意見交換をするということになった場合は、

ＳＮＳ等のことはもう報告事項にしかなり得ないのかなと。ただ意見をもらうときに、こ

ういうこともしましたという材料にはしていただきたいなと思います。

なので、その意見交換の中で扱うのか報告で扱うのか、全体の流れの役割分担が、まだ

報告会の中でもたたき台がしっかりないのかなと。なのでここで何を議論して、例えば、

じゃあこの議会改革特別委員会の中で意見を聞くんだったらどんな意見を聞きたいか、何

を市民の方に聞きたいか、何をお伝えしたいかっていうところを話し合って、それで追加

になってくる資料、必要ない資料が出てくるかなと思うので、そこを明確にしたほうがい

いのかなとは思いました。

○網谷委員長 ありがとうございます。

議長。

○賀屋議長 活発な意見を出していただきまして、ありがとうございます。

この議会改革特別委員会で今作業している中身については、委員長のほうからも話、冒

頭ありましたように、いわゆる議員の成り手不足、この解決のためにどういうふうに今ま

で取り組んできたかについて整理をし、令和４年９月までに一定の議員定数の在り方につ

いてを決定していきたいということで、16人の議員のアンケートも取らせていただいたと

いうことでございますので、最終的にこの委員会で議員定数をどうするかというのは、ま

たお決めをいただければいいと思うんですが、その参考にしてもらうために、この委員会

だけ、議員だけで決めたというふうに言われたんでは、やはり市民を置き去りにしとるん

じゃないかというふうな批判が出たんでは困るので、市民の意見もお聴きしましたよと、

その場はどこですか、それは議会報告会の中で議員定数の在り方についての意見交換会と

いうのをテーマに掲げて、その中で皆さんの、市民の意見をお聴きしましたと。

その聴く前提で、一方的な情報だけで言われても、誤解があってもいけないので、現状

の議会改革特別委員会で取り組んできた経緯、経過、それとそこの課題であるとか、ある

いはその議員定数の問題についての同規模都市の状況であるとか、近隣都市の状況である

とか、そういったものを参考資料として市民に提供して考えてもらうと。そういう中に、

削減したときの長所と短所も、今までずっと一般的に言われている事柄がありますので、

そういうものも列記をして、なるほど、削減したらこういうことになるのかとか、削減せ

んかったらこうなるんかと、そういう今まで市民の考えが及んでない部分の意見というの
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も、こういう考えがありますよという参考資料にしてもらえるような資料作成をして提示

をすると。

そのことによってまた市民の意見も変わってくるかも分からんし、そういう中でいろん

な意見が出る中で、それを意見交換で伺って、最終的にそれを逆に参考にして、この委員

会の中でもう一回結論を出してもらうと。そのための作業の一環というふうに考えてもら

えばいいんじゃないかなということで、冒頭に皆さんのお話がありましたように、今まで

やってきた議会改革特別委員会の活動内容の検証も含めて、こういうことをやってきまし

たと。で、また今こういう状況で、こういう検討をしております、その中にはこういう意

見もありますと、そういうことも含めて市民に、これは報告でまずはさせてもらって、そ

れの中に添付資料として、先ほど言いましたような必要な資料を見てもらって、それで、

それを見てもらいながら意見を伺うと、そういう形で進めることによって、一応市民の意

見は聴いたということになろうかと思うんですよね。そういう目的での資料作りをお願い

できたらいいんじゃないかなというふうに思っておりますので。私としてはそういうこと

でよろしくお願いしたいと思います。

○網谷委員長 ありがとうございました。

小中委員。

○小中委員 先ほど来、議員定数、だから意見交換会なんだから、そのまま議員定数削減の

声もあるけれども、だから成り手不足というのもありますと。で、来られた皆さんは、例

えば議会ではＳＮＳか何かで、何かユーチューバーか何か知りまへんけど、そんなんでや

ってますけど、皆さんは例えば成り手不足、皆さんやったら成り手不足を解消するために

はどんなことが必要やと思われますかとか、そういうことを聞いてもいいわけであって、

定数だけがどうのこうのって、そういう話ではないと思うんですね。市民の意見はあくま

でも参考意見で、最終的に決めるのは、議員が自らの良識に従って決めるべきものなので、

あくまでも市民は市民で、市民の意見を参考にした上で我々が決めるというので、だから

別に決定事項っていうのは予算とか何とかで、それはもう決定しているから、だからそれ

を言えばいいだけで、この意見交換会っていうのは、定数削減に別に限る必要もないし、

成り手不足っていう、一方ではそういう意見もありますけど、皆さんはどのようにお考え

ですか、何かいいお考えがあったら教えてくださいって、それでも別に構わんと思います

よ。

だからそういう、もうこうなったら、こうやったらこうやらなあかんとか、そういうも

んじゃないし、その議会報告会については、例えば決まりましたっていうんやったら、例

えば定数削減が決まりました、定数削減が否決されましたっちゅうのを報告するんであれ

ば、そのための資料、それに特化した資料が必要かも分かりませんけど、何も知らない市

民の方に、こないなってまっせ、こないなってるんですよっちゅう資料で十分であって、

それはどんな意見かを聞けばええだけの話であって、これをかくかくしかじかって細かい

ところまで決める必要は、私はないような気がします。

○網谷委員長 ありがとうございます。

要するに、今までの議会報告会の中では決まったものを提示しまして、その中で自然と
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市民のほうから意見が出るのが、今までの成り行きでございます。多分今回もそうした定

数削減について、在り方について、こういう、もう新聞で大きく報道されてますし、参画

される市民の方もそれなりの知識を持つというか、発言をある程度準備してくるんではな

いかと、これはあくまでも予想ですがね。それに、そういう市民の方がどういうことを発

言されるか、まだその場にならねば分かりませんので、小中委員の言われたように、やり

取りするしかないのかな。それを我々委員が持ち帰って参考にして、市民の方からこうい

う意見がございました、こういう意見もありましたみたいなことで、また協議の中の参考

にするしかないのかなというような感じでは、私はおります。

とにかく結果を報告するんではありませんので、今回はね。途中経過のことですので、

こちらからの提示の仕方も難しいかも分かりませんが、それをまた参考にする必要もござ

いますので、その辺のところもお含みおきの上、よろしくお願いいたします。

原田委員。

○原田委員 すみません、私は班長会議で議論することと議会改革特別委員会で議論するこ

とがごちゃごちゃになって、私の中でごちゃごちゃになっているのか、皆さんも同じよう

な思いなのか分からないんですが、例えばその議会改革特別委員会として報告事項を、じ

ゃあそのどれぐらい時間をいただけるのかなとか、それが分からないと、例えば先ほどの

検証であるとか定数の問題とか、全部言えるだけの時間をもらえるのか。例えば３分とか

だったら本当に定数で、今までの経緯を話すぐらいしかできないだろうし、その辺がはっ

きり分かってないので、この辺をその班長会議とこの議会改革特別委員会の中で、まだよ

く決まってない部分があるから、なかなか今議論をしても難しいのかなというのがあると

思うんですけど、議員定数についてというテーマでやるんですよね。そうすると、それで

報告事項、班長会議の中で時間を費やしてしまうぐらいのボリュームがあるのかないのか

っていうところも、その辺がはっきり決まらないと、どういう形で報告をして、意見交換

にするにしても、それにテーマを絞るかどうかということも、その辺は班長会議等の中で

の議論があって、それはどっちが先でどっちが後か分からないんですが、その辺がまず一

つ分からないのと、もう一つ、議長が言われたように、減らしたときのメリット・デメリ

ット、減らさないときのメリット・デメリットあると思うんですけど、それをやっぱり、

せっかくここの議会報告会でテーマでやるということを決めているわけですから、日域委

員からも話があったみたいに、じゃあ減らすという人の意見は結構出てると思うんですけ

ど、減らさなくていい、現状維持でいいという方の、じゃあ成り手不足をどういうふうに

考えているのかとか、そういうところもこの中で意見を出してもらって、委員の中で、現

状維持ではこういう意見、成り手不足に対してはこういう対策がありますとか、減らす場

合だったら減らすから、その辺の対策、それが減らす対策ですと、そういう、とにかくま

だ議会報告会まで時間がありますし、どんどん議論も進めていかなくてはいけないと思い

ますから、まず具体的に減らす・減らさないで、その減らす場合、減らさない場合のメリ

ット・デメリットっていうところを、今議長が言われたのであれば、その辺も平行して議

論して、それが間に合うか間に合わないか分かりませんけれども、議論をしていく必要が

あるんじゃないかなというふうに、私は感じました。
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以上です。

○網谷委員長 ありがとうございます。

今、報告会の中でどれぐらいの時間がこれに充てられるかということですが、議会報告

会は今までの流れから行きますと１時間半ですかね、全体でね。それですから、まだこれ

から本格的に決まろうかと思いますが、大体その中での、この提出項目が何項目になるか

も分かりませんのでね。その辺の配慮も要るかと思いますので、その辺のところは資料が

幾らあっても、これを一々だだっと説明してもそんなに時間はかからんと思います。

ただ、時間がかかるのは意見交換を行うやり取りが一番時間がかかろうかと、今までの

流れから思いますので、その辺のところが今度班長の役割の、班長の采配の仕方が大きく

なるのかなということもあろうかと思います。

それから今、議員定数の現状維持、また削減といったメリット・デメリットという意見

が、議長からも、また原田委員からも出ましたが、前回、議員全員協議会の中で私も、口

頭ではありましたがお願いしとったところがあろうかと思いますので、皆さん準備ができ

とれば発言していただければと思いますが。

小田上委員。

○小田上委員 すみません、メリット・デメリットについての準備は正直してないので、そ

の件についてというか、関連して。

先ほど小中委員が言われた意見交換のやり方は、もうおっしゃるとおり、ごもっとも、

僕も大賛成。なので、全体を含めて意見交換ができるっていうのはありなんだろうと思い

ます。定数だけっていうとどうしてもちっちゃくなって、ほかもっていう、いろんな意見

をいただけるほうがいいのかなと。

その中で、議長が言われたメリット・デメリットを挙げるとした場合に、一般的によく

言われているものがあるとは思います。ただそれをどっかから持ってきて、はい、これで

すってやっても、それが大竹市議会の現状と合っているのかっていうところもあると思い

ます。なのでそれを、じゃあこれって増やしたときの現状のメリット、減らしたメリット

みたいなものとしての精査の作業っていうのは、今議会が、大竹市議会って常任委員会が

２つあって、特別委員会が３つあってとか、何かそういう一個一個、委員長が兼任してい

るとか、そういういろんなところを考えていかないと、いわゆる棚卸し作業なのかなと思

うんですけど、何かメリット・デメリット、一般的に言われているものだけぽんと上げる

と、出したものの、大竹市議会とはマッチしませんみたいなのがあるんじゃないかなと思

うので、それよりももっと純粋な市民の方の意見をいただいて、各会場の人が口頭で答え

られることあるかもしれないですけど、その結果、純粋に考えている方はこういうふうに

考えているんだなっていう意見をいただくっていうのでもいいのかなとは思いました。

○網谷委員長 今の意見を整理しますと、市民の方がメリット・デメリットを提示されるこ

とに対しての、こちらから答えるという意味ですか。

小田上委員。

○小田上委員 なので、こちらでメリット・デメリット、よくインターネットとか調べれば

すぐ出てくるようなものと大竹市議会の現状がマッチしているかどうかっていうところが
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正直分からないので、その作業も結構必要になると思います、確認作業、整理作業。なの

で、それよりも純粋な、今ある資料、３つって委員長が言われた資料を使って、ある程度

純粋なところを聞いてくる、で、今までやっている話の内容も伝えるっていう作業でいい

んじゃないのかなと思います。

なので、別に市民の方にメリットをどう思うって聞いてもいいとは思いますけど、こっ

ち側でメリット・デメリットの資料を作るのが、現状だと難しいかなっていう気がしてい

るだけです。

以上です。

○網谷委員長 分かりました。ありがとうございます。

藤川委員。

○藤川委員 すみません、私も市民の方に意見を聴く、それは物すごく大賛成です。今私が

聞いている範囲のと、来られて意見を言う人の意見はまた違うと思いますし、いろんな人

の御意見を聴きたい思いで意見交換会になるであろうと思います議会報告会、意見交換会

のほうに多分時間を費やすだろうと思いますけれども、賛成です。

あと資料のほうですけど、今回レジュメとして出していただいている中に、昭和29年、

1954年からの、大竹市発足より現在までの議員定数の経緯とありましたけれども、その中

の資料として1999年、定数21にしてますね、2003年に３減、2007年に２減してます。それ

は何で減らしたのか。大竹市、他の市町のメリット・デメリットも大切でしょうけど、大

竹市の今までなぜ減らしたのか、減らしたときのメリット・デメリットも知りたいかなと。

私も知りたいですし、市民の方も知りたい。そして2007年から議員定数16名、全然変わっ

てないです。その理由も知りたい、先輩方の減らさなかった理由というのも知りたいかな

と思います。

○網谷委員長 ありがとうございます。

また一個。

議長。

○賀屋議長 すみません、今の藤川委員の質問に答えたいと思いますけど、地方自治法で平

成23年まで、議員定数というのは国のほうが人口に応じて定めとったんですよ。それが一

つの基準になって、当然人口が減ってくれば議員定数も減らしていかなければならないと

いうので、各自治体が、各議会がそういう判断で、自治省の指導によって定数を枠の中に

収めていたと。平成23年に地方自治法の改正があって、議員定数はいわゆる各議会で、自

治体で必要な定数を定めなさいと、自由に定めていいんですよという方針に変わって、こ

れは地方自治の充実のために国が強制的に、強権的に指導するんじゃなしに、自主的に地

方自治体が運営してくださいという動きを得て、そういう方針に変わって、それ以降は人

口が減っても必要な人数を確保するんだからということで、今までのような国の指導がな

いと。各議会のほうで決めてきたという、そういう経緯があります。

○網谷委員長 ありがとうございます。よろしいですかね。

日域委員。

○日域委員 今議長が説明されましたけど、あれは確かに嘘だとは言いませんけれども、国
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の基準ってずいぶん高かったでしょ。だから国の基準を下回って、多くの自治体が定数を

決めてきたことも事実ですよね。それが最終的に撤廃になったんですよね。

それで議会も、思い出せば切りがないですけれども、例えば７年前、前々回の統一選挙

のときに、大川村でしたか、高知県の。議会を廃止するって言いましたよね。あれは地方

地方自治法に書いてあるわけですよね、ちゃんと町村議会かな、なくていいって。要する

に昔のポリスですよね、ギリシャのですよ。全体、みんなが集まってやるわけですよ。あ

れでいいって決まっとるんやけど、実際は600人も人口集まれんじゃないかっていうのが

あって、あれなんかは国が抑え込んで、やっぱり議会を維持してますよね。

いろんなことがあるんですけれども、でもこれ、民主主義の原点ですからね。だから国

がどうこう言うのは、それは今は言わないことになってて、それはそれでいいんですけれ

ども、やっぱりものを決めていく、決め方ですからね、議会っていうのは要するに市長が

提案する政策の認印ですよ、我々は。議会が判を押さんと動けんわけですからね。そこを

決めるのに、だから一般市民の人も関心を持ってほしいし、そこのところをやっぱり、大

事なんよっていう啓発というか、そこからを含めてやらないと、わしら知るかいやって言

われたらそれで終わるというのも変ですけど、やっぱり大事なことは大事なんやけんねっ

て、それでわしは議員になりたいよっていうのは言ってもいいんでしょうけれども、本当

に表面的なことだけやってもこれは結論出ないと思うので、やっぱり皆さんに本当の説明

をしながら、大竹市をよくするために関心を持ってくださいねって、その後でじゃあ議会

をどうしましょうかって言わないと、さあ定数をどうする、こうするっていうだけでは、

なかなか皆さんも気がつかない人も多いでしょうからね。ぜひそこを、啓発ですね、言葉

とすればね。

でも、国の言うとおりじゃなくてやってきたのは事実ですよ。多分大竹市がやってきた

のも、ずっと国の基準は何人じゃけど大竹市は減らすっていう例外的な決め方としてやっ

てきて、いよいよ最後にその国の基準が形骸化しているからやめようっていって、なくし

たんだと思いますけどね。

以上です。

○網谷委員長 ありがとうございました。

前に定数問題についてはいろいろな表現の仕方というのがありますかね。この北地委員

の最初に示していただいた資料の中にも、かなり、平成10年からではございますが、詳し

く書かれておりますが、平成19年じゃったんですかね。人口2,000人に１人と、大枠では

ございますが、そういう数字も出とりますが、ただ人口１人当たり2,000人、僕ネットで

見たら、同じ資料の横浜市も、これは政令都市ではございますが、４万何千人に１人とい

うことなので、それで広島市は２万何千人に１人、隣の和木町は6,000人に10人というこ

とで、全然１人当たりの数字が全然違うんですよね。

そういう意味で、国の方針としてそれが撤廃されて、上限も撤廃されて各自治体がいろ

んな理由を考えながら決めてくださいということだろうと思うんですがね。そういうこと

を言うと、ほかの市町の数字は参考にする必要はないんかというような議論にもなろうか

と思いますが、そういう意味じゃなしに、そこを突き詰めますとなかなか難しい問題が出
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てくるんですよね。

そういうことを踏まえまして、一応、今日今までに決まったことは３点、小中委員の人

口、面積、それから報酬、全部よく調べていただいておる、それを利用させていただきま

すことと、それから小田上委員が言われましたように、ＳＮＳのＹｏｕＴｕｂｅ、またそ

れぞれのアクセス、再生等の数字の資料とかいろいろ出ましたが、それと私と西村副委員

長が提示しました、これは簡単なんですがね。大竹市発足から現在までの議員定数の推移

ということで、以上３点ぐらいが今のところ決まったんですが、それでよろしいですかね。

それから、読み原はもちろんですがね。

小田上委員。

○小田上委員 僕はそれでいいんじゃないかなと思うんですが、ただ議長がメリット・デメ

リット、つくったほうがいいんじゃないかというのを挙げられてましたし、藤川委員も恐

らく、今までの数だけじゃなくて、なぜ減らしたのかっていう理由をつけたもの、解説が

入ったものが欲しいという意味での発言だったんじゃないかなと思います。

なので、今口頭で議長が答えられましたけど、すみません、覚えてない部分もあるので、

市民の方にこのときは何だったんだって聞かれて答えられるというか、それがもう聞かな

くていいように、これはこういう理由で削減してますでもいいですし、それで資料があっ

たほうがいいんじゃないかっていう、２つは賛成・反対もまだあまり聞いてない気がしま

す。

○網谷委員長 長所・短所の意味ということです、削減にしろ、現状維持にしろ。

どうぞ。

○小田上委員 なので、議長があったほうがいいんじゃないかと言われた資料を作るかどう

かと、藤川委員が言われた資料を作るかどうかは、僕は藤川委員のは追記すればいいと思

います、委員長、副委員長案のやつに追記していけばいいかなと思います。

僕は純粋な意見が聞きたいなという思いと作業量が膨大になるんじゃないかなという心

配で、メリット・デメリットってなかなかすぐには出しづらいんじゃないかなと意見を持

ってますが、そういうほかの方の意見を聴いて、作るか作らないか、この２点がまだぶら

んとなっているかなと。

○網谷委員長 はてなマークじゃったですね、そういうのね。

議長。

○賀屋議長 削減したときのメリット・デメリットというのは、一般的に言われている部分

はネットのほうにも上がっているんですよ。それは一般的な話であって、例えば減らすこ

とによるデメリットは少数派の委員の意見を反映しづらくなるとか、それで弱者は少数に

なりやすい、そういった定数が減ることに対して多くの意見をもらえなくなりますよとい

うところもちゃんと強調して、市民の方にこういうことになりますよということが一般的

に言われてますよという資料を提示してあげたほうがいいんじゃないか。というのは、意

見交換会でよし、意見を言うたろうと意見を持ってくる人というのは、かなりの方が、来

ようかという人は削減せえやと、よそもみんなしよるじゃないかと。人口減ってきとるし、

無投票じゃったのに、おまえらせんのかという意見のほうが、私は多いんじゃないかと思
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う。今心配しとるのはね。

その多いであろう意見の方に、減らしたときにはこういうこともありますよねと、いわ

ゆるデメリット、そのことも考えてもらいたいですね、という、いわゆる資料の参考にし

てもらうようなものも提示をして、それでも言う人は言うでしょう。でも、全くだ、そう

いうこともあるよなということで考え直すというか、そういう考え方もあるよねって少し

は理解をしてくれる人もおられるかも分からんし、そういった意味でできるだけ一般的に

言われているメリット・デメリットというのは、ネットのほうにもたくさんありますので、

それの中で本当にこの大竹市議会にマッチしてないものは除けばええと思うんですけれど

も、一般的にマッチしているねということの部分については、それをメリット・デメリッ

トとして表で上げて、一般的にはこういうふうに言われてますというような資料で提示を

したらいいんじゃないかなというふうに思います。

○網谷委員長 ありがとうございました。

それでは今議長が言われました、この。

藤川委員。

○藤川委員 先ほど私が質問した、今大竹市の、その国の、私は知りませんでした、大変失

礼いたしました、地方自治法で決まったと。それも含めての説明が要るのかなと。

減らしたときの、やっぱり先輩方のメリット・デメリットあると思うんですよね。2011

年から減らしてない理由も、やっぱりそうやるべきだと。その経緯で書いてますけど、ど

こまでが経緯で出していくのか。ただ数字だけじゃなくその内容も触れていただければな

と思いました。理由。

○網谷委員長 ありがとうございます。

何年に削減したというその理由づけをね。そういう意味ですよね。

○藤川委員 減らさなかった、減らせなかったという理由、当時協議した内容を、資料が残

っていると思うので。

○網谷委員長 局長、こういう資料がありますかいね。

局長。

○三上議会事務局長 条例改正になりますので、提案理由で説明はされていると思います。

○網谷委員長 日域委員。

○日域委員 そういうのはないですよ。そりゃ言いますよ、理由は一応。それは実態とは全

然違いますよね。

大体、今いつか原田委員がちょろっと口にされましたけれども、企業の議員がいなくな

ったじゃないですか。企業、社名はあえて言いませんけど、古くは４人ぐらいいた時代も

ありますし、２人になったり３人になったりしてましたけど、大体どっちかというと、あ

っちのサイドから、要するに議会も市もちゃんとせえとかいう組合系の意見の中に、多い

んじゃないかって、意外とあっちから、ああいう人たちからの意見として、減らしたほう

がいいんじゃないかというのが、何か来てたような気はするんですけどね、雰囲気として。

でもそんなものは記録にはないですから、そのときの有力な議員が、もうそろそろ減らさ

ないけんのでという話になって、その下話はどこにも記録がないけど、もうそれを議会に
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こういう場に上がってくるときには、もうある意味コンセンサスができとるわけですよね。

それで粛々と、大体引退する人がそういう委員会をつくって委員長をやって、それでそ

こでその人が、もう選挙ないですから、定数削減を決めて消えていくと、そういう過去だ

ったと思いますけれども、だから今そういう意味じゃ、そういう企業系の議員の定数分だ

けですよ、彼らは出るわけですから、それがぽこっと抜けているのは、数的に言うたら大

きいと思います。

それともう一個は、やっぱりあそこは、あの人たちの、ああいう議員の個人個人の意見

じゃなくて後ろに母体がいますから、そういうところがやっぱりある意味、いい面も悪い

面もあるでしょうけれども、ある意味ではそのウオッチャーというか、議会にチェックを

入れていたわけですよね。今、その後そういう人いませんから、皆さんが自分がかわいい

ですからね、自分がかわいかったら定数減らすのどうかねって、おまえ要らんこと言うな

よって、そういう雰囲気がその後あったんだろうという気はします。

私の、今のは本音ですよ。以上です。

○網谷委員長 ありがとうございます。

小田上委員。

○小田上委員 資料を作れるか作れないかと言ったら、作れると思うんですね。それはでき

ると思います。ただ、さっき事務局のほうから、提案理由って言われて、正直議場で言わ

れる提案理由とか、表面的過ぎてなんのこっちゃなんですよ。なので議事録読まないとい

けない。話したであろう議事録を読み返していくとか、何か報告してあるんだったらまと

めているとか、その作業が本当にこの４月、５月辺りにできるのっていうプラス、もとも

と主な、純粋な意見のやり取りでいいのかなと思うので、僕は作るの難しいかな、なくて

もいけるかなというふうに思っているというところです。すみません。作成はできると思

いますよ。

○網谷委員長 協議するうちに、だんだん項目が増えてまいりますんですかね。それは仕方

ないことなんですが、一応メリット・デメリットは、一般論であっても出したほうがいい

ということで、よろしいですかね。

それから今藤川委員の言われた一つ一つの理由づけ、大体記録があれば一番見やすいん

ですが、これを掘り出してできれば一番いいんですが、一応挑戦するということでお願い

します。

副委員長。

○西村副委員長 それぞれの委員の皆さんから貴重な意見、熱意ある意見をいただきまして、

ありがとうございます。

先ほど来から委員長が言ってますように、正副委員長でいろいろ決めました。前回の資

料を頂いて、提出資料を上げるんですが、もう一度私の個人的な意見も含めて皆さんにお

願いしたいのは、議会報告会は、この議会改革特別委員会だけを主体にやるわけじゃない

んですよ。常任委員会が２つ、特別委員会が３つ。それで今回は、先般１月21日に開かれ

た正副班長会議の中でも、令和４年度の予算、当初予算のことと、それから議長がさっき

からしきりに言われとる議会定数の在り方についてを話をしようと。



（４.２.16）

－23－

私は、昨年なかった、その前の年に経験したのは、Ｂ班として個人的なことを申し上げ

て恐縮なんですが、もう集中砲火を浴びました。答えられませんでした。分かりますか、

当事者じゃないんですよ。市民の言葉と議会の報告書は、ずれがあるから。これはたまた

ま先般なくなった大先輩の山本議員が一生懸命答弁していただきましたが、ああいう議会

報告は、正直したくないです。

それよりはもっと議会として定数減、先ほど小中委員が言われたように、よその市町も

大事なんですが、大竹市としてどうあるべきかというのを、今この議会改革特別委員会で

皆さんと協議をします。状況としたら、結論は出ていません。先ほどから言われる、委員

長が正副委員長で話をして、そういうふうに取りまとめた資料につけ加えるということで

注釈をつけて、皆さんに出して、それを報告事項にしてやれば、市民の人も分かってもら

えると思いますよ。

それで、特に議員の定数云々言うて、先般16名の議員が、素直な気持ちでアンケートに

答えとるじゃないですか。要するに定数削減をせえというのは、３名の方。現状維持の方、

７名の方。あと、どうでもええという人が６名か、いた。私に言わせたらそうなんですよ、

意思が出てないわけですから。分かりますか。こういうことが話し合えるようなことを議

会報告でするべきと、私は思いますよ。どっちつかずというのは答えじゃないですよ。あ

えて委員長が言われた、匿名というか名前を書かなくて出そうという思いやり、配慮の中

で皆さんの声を聞いたのに、どちらでもええじゃいう答えはないはずですよ。

それを特に皆さん、委員の方は肝に銘じていただいて、最後にお願いがあるのは、どっ

ちみち議会報告会はされます。されたときに、皆さんそれぞれのＡ、Ｂ、Ｃ班に入ってい

る間、それぞれ出ていくわけですが、同じ答えができますか。議会改革特別委員会ではこ

ういう問題を今日まで取り上げてやってまいりましたという答えが、皆さん同じでないと

いけないんですよ。

そういうことを含めたら、皆さんがそれぞれ熱意ある意見を言われた中を、これから委

員長等を交えて、先ほど藤川委員が言われたような、あのときはこういう理由があったん

じゃというのを注釈で入れながら一つの報告書を作って、それを皆さんに読み上げてもら

いたいと。それで、それを答えるのは皆さんですから、誤解のないように。だからそれぞ

れの各班、各班でそれぞれの問題を抱えてやるわけですから、それで先ほど原田委員が言

われたように１時間半の時間の中ですから、そう一つのものに集中的にはできないんです

よ。それがやっぱり運営する側の、皆さんの答えだと。

だから前回は、返す返すも思うのは、山本議員がよう我慢して発言されたというのに頭

が下がりましたよ。もう住民の方は、このチャンスに自分らの抱えているものをぶち上げ

りゃええという、そういう対応の方が、我々Ｂ班のときに来られた人が多かったというよ

うに感じます。これが二度と繰り返されないようにと思いますので、答えにはならんです

が、私の意見としては、委員の皆さんそれぞれにお願いしたいと。

それで、よその市町もあります、歳入の問題もあります。だけどあくまでもお金で動く

議員じゃないでしょ、皆さん。そういう意味では、もっともっと真剣に答えてもらいたい。

報告会の中で。
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それで、先ほどから言われる、先般中国新聞にも書かれましたが、９月をめどにこの議

会改革特別委員会の結論を出して、ルールで言えば12月の議会に乗せて、要するに規約改

正とかそういうものに乗せていきたいという、もう流れが決まっとうわけですから。それ

と、テーマとして議会報告会に上げるものをどうするかというのを今日協議しよるんです

から、今回だけじゃないし、また近々委員長が開催するかも分かりませんが、忌憚のない

意見をいろいろ言ってもらって、今日聞いたことはまた委員長と取りまとめをさせてもら

います。

以上であります。

○網谷委員長 ありがとうございました。

日域委員。

○日域委員 今の副委員長のおっしゃったことに別に反論するわけじゃないんですけれども、

前回のＢ班の件がありますよね。前回と今回同じですけれども、この中でＢ班の方はどな

たですかね。ああ、ずらっと。

それで、私は後から録音を聞きました。まあ、アブノーマルですよ、もちろんね。でも

本音の話が始まったのは、じゃあ時間が来ましたのでこれで終わりにしますって言った直

後に、待ってくれって言って、それから延長戦になったわけですよね。あれは日本人の会

議の悪いところですけれども、皆さん控えているわけですよね。だからああいうことは、

もちろん今副委員長がおっしゃったみたいに、経験したくないっていうのは私もそうだと

思いますが、でもあのおかげで、じゃあそういうのをどうするんやって、もう逆に今、西

村副委員長が中心になって頑張って、今あるところまで行ってますよね。

じゃあ今まで気にしてなかったんかってなるわけですよ。そこまで含めて、ああいうこ

とは二度とないようにしたいねっていうのはありますよね。ほかの人も、多分記録ありま

すから、聞いてみたら面白い。本当に、終わりますって言ってから女の人が手を挙げて、

待てって言い出して、それから、山本議員も大変だったと思いますが、でもあれは山本議

員が残してくれたレガシーですよ、一つのね。だから、ああいうことがないようにするた

めには、ほかの場面であの住民の話を吸収する場が要るっちゅうことですからね。そうい

うことで、よろしくお願いします。

○網谷委員長 ありがとうございました。

今の副委員長の言葉というのは、日域委員の言葉の中に、これはどういう課題の問題で

もそういうことが起き得ることが、多大にあります。今回、私、今予想ではございますが、

どのような意見が出るか想像つきません、これは。市民というよりか国民が持っておる意

見と捉えるべきだろうと思いますので、それは副委員長が言われますように、あまりにも

ああいう場面は見たくないのは私もそうでございますが、一応腹の底では覚悟しとかにゃ

いけん状態になるかも分かりませんが、なかなかこれを、ほんじゃが対処する方法がござ

いませんので、皆さん、その辺のところをよろしくお願いします。その前にどなたがその

市民の方の意見に対して答弁するかというのもあろうかと思いますが、その辺も含めて皆

さん心に収めていただいたらと思います。

ということで、もう時間も来ましたので、一応今日決まったことを簡単に申しますと、



（４.２.16）

－25－

次回の委員会、３月４日になろうかと思いますが、それに向けて小中委員の資料の中の人

口数、また面積、報酬、議員数の、これを一応活用させていただきますということと、そ

れから前回、前期委員会の実行していますＳＮＳまたＹｏｕＴｕｂｅもまた、自由討議が

まだ行われておりませんが、等々の検証、この資料の作成にどうするかということ。それ

から、これ議長だったか原田委員だったか、メリット・デメリット、定数に対して削減す

るか、または現状維持か、増があるかよく分かりませんが、それについての短所・長所の

議論。それから藤川委員の、今までの削減した経緯のその中の理由づけ、それから私と副

委員長が前回タブレットに載せさせていただきました、昨日載せさせていただいたんです

が、大竹市の発足当時から現在までの議員数の経緯、以上の５点が資料づくりに決まって

おるんですが、これでよろしいですかね。

小田上委員。

○小田上委員 すみません、メリット・デメリットと経緯っていうのは、できるかできない

かで、僕は反対だっていう意見を言いましたし、ほかの方がいろんな経緯のお話はされま

したけど、ほかの方がその資料をどうしたいのかっていう話も決まってないですし、もう

それでいいですかって言われたら、僕はよくないです。ほかの方の意見を聞いて、ほかの

方が多数であれば仕方がないのでいいですけど、その趣旨の発言がないことによって作る

ことを認めるっていうんだったらよく分からないので、午後からもやったらいいんじゃな

いですか。

○網谷委員長 皆さん、今の小田上委員の意見に対して。

日域委員。

○日域委員 私は賛成ですよ。賛成というか、小田上委員の意見に賛成というか、さっき言

いましたけど、本音の部分出てきませんからね、過去の経緯を調べてもですよ。だからそ

れは無理ですし、時代背景も違うし、今の状況としてはどうするかって、少なくとも昔は

無投票はないですから、絶対にね。だから、環境が違うから調べてもあまり参考にならな

いでしょうし、労力考えたら、それはやめたほうがいいと思います。

○網谷委員長 日域委員、やめたほうがいいというのはどういう意味ですかね。

○日域委員 過去の経緯を議事録ひっくり返して読んでも、あまり参考にならないですよと

いうことです。事務局が大変だろうなって。

○網谷委員長 分かりやすく、今私が５つ、資料のテーマとして発言しましたよね、５つど

うですかっちゅうて、いいですかっちゅうて。その中のどれが、これは資料の必要がない

という項目はありますかね。今、５つ私が提示したんですが。

○日域委員 私は小田上委員の意見を聞いてそれに賛成したんですけど、５つ明確にメモは

してないんですけれども、過去の経緯を、過去減らしてきたことは確かですけれども、そ

れはそのときも私、一時期いましたけど、金魚のふんのように皆さんがそうって言やしょ

うがないねって賛成しましたけど、私が肝心な議論の場に誘われたこともないし、一番に

リードしてきたのが、人は分かりますけれども、一番肝心なところは、やっぱり然るべき

人たちなんだと思いますが、それは表向きの、表というか残る記録としてはないだろうと

思いますね。当たり障りのないことを議場では理由で言ってるはずですから、それは見て
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もあまり、労多くして効果が少ないだろうなと、そういうことです。ほかの点は、私よく

分かりません。その点です。

○網谷委員長 小中委員。

○小中委員 そのさっきの時間の制約もあるし、その資料をたくさん作っても消化不良にな

るおそれもあるので、だから他市との比較とかＳＮＳのその効用の検証とか、だから例え

ばメリット・デメリットっていうのは住民の方がどのように、メリットからしたら無投票、

減らしたからといって回避はできないけれども、少なくとも議会は努力したということは

言えますので、そのメリット・デメリットというのは、どのように感じますかと住民の方

に問いかけたらええんちゃいますかね。

たくさん資料作っても消化不良になったら意味ないですからね。だからできるだけ論点

を絞るっていうのもありますし、要するに定数削減は、今こういうスケジュールでどうい

うふうになってやるんやというのを説明してどない思いますかと、その成り手不足につい

て何かヒントはおまへんかと。そういうのはあまりたくさん、これもあれもやるって、時

間限られてるんだから、資料はもう少なくてええんじゃないかと、私は思います。

○網谷委員長 ありがとうございます。

局長、昼からは各派代表者会議。その後何か予定がありますかね。

〔「多分もう行けそうな感じが、僕は感覚としてしますけれども。あともうやったら。」と

呼ぶ者あり〕

○網谷委員長 行けます。

〔「行けると思います。」と呼ぶ者あり〕

○網谷委員長 藤川委員。

○藤川委員 すみません、私は資料を用意してほしいという仲間なので、言わせていただく

と、がっつり資料じゃなくていいんですよ。ほんの箇条書き程度でいいんです。そのとき

の議員さんがどういう理由で減らしたのか、なぜ現状維持にしたのか、知りたいかなと。

本当にそんなに膨大な資料じゃなくてもいいと思います。議事録を読んでもいいし、もし

資料があるんなら、それの、もうコピー、ペーストでいいと思います。本当に簡単な資料

でいいと思うんですよね。そんなに重い意味で言うたつもりではありません。

○網谷委員長 原田委員。

○原田委員 私は今のメリット・デメリットと、それから過去の減らした経緯とかいうのを

資料としてっていうのは、小田上委員や日域委員や小中委員と一緒で、反対でして、この

中で議論しているわけですから、その議論の内容として経緯の中に載せていけばいいこと

であって、そこまで資料とかいう大げさなものを作らなくても、この議会改革特別委員会

の中で議論しているわけですから、その経緯の中でこういう議論もありましたと、こうい

う話があってこういう回答があったりとか、意見が出たりとか、それをかいつまんで必要

なところだけを、大事なところだけを抜き出していけばいいと思いますし、メリット・デ

メリットもこれからまた議論があるかも分からないので、そこを抽出して資料というか経

緯の中に載せていけばいいんじゃないかなと思いますので、資料を作る必要はないんじゃ

ないかなと、私は思います。
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以上です。

○網谷委員長 これは最初に言ったと思いますが、説明文ですよね、挨拶文になるんですか

読み上げになるんですが、これにはほとんど、私自身の考えでは触れようと思っておりま

す。令和元年から現在までの経緯、その今の、仮に削減にしろ現状維持にしろ、これに文

章の中に入れてもええし、それに簡単な資料を、今皆さんからいただいた資料を簡単に、

それを提示して、全体の中の意見を市民の皆さんから聴くというふうにしていったらと、

僕はそういうふうに想定してるんですがね。

さっき日域議員が言われたように、これと、じゃあ打ち切りますみたいな言い方、それ

から手を挙げてまた長く続いてということもありますので、想定できませんので。今先ほ

ども言いましたように、一つ一つの資料を提示して意見を求めることはかなり時間の関係

でも難しいんではないかということで、小中委員がちょろっと言われましたように、そん

なに作っても仕方ないんでというような意見もありましたが、その辺の集約、資料の中の

集約をして提示していけばいいんじゃないかと思うように、僕は簡単に考えとるんですが

ね。そのようなことで、一応提示としては、先ほど申しましたような、今日皆さんから５

つほど提示されたので、それをもう一回協議したいなというふうに私は言ったつもりなん

ですが、どうでしょうかね。もう同じようなことになるんですかね。分かりません。

小田上委員。

○小田上委員 すみません、メリット・デメリットと、藤川委員は委員会言われた経緯、藤

川委員は簡素化していただいたらいいという意見があったので、それもありかなと思った

んですが、委員長が言われる、何か読み原の中にはそういうものがあって説明もされると

いうところは、だろうなと思いました。

結局その経緯をつくるのか、メリット・デメリットをつくるのかは、どうなんですか。

○網谷委員長 ありがとうございます。

もちろんつくろうとは思いますよ。それに対してね。

小田上委員。

○小田上委員 作るっていう判断を僕はした覚えが、認識があった覚えはないので、すみま

せん、しかも今、作らなくていいんじゃないという声が多いような気がするので、それで

作ると言われると、びっくりしちゃいます。

○網谷委員長 どうぞ。

○藤川委員 すみません、先ほど副委員長、西村委員がおっしゃったとおり、その経緯の中

に入れ込むという御意見、私、それでいいんです。本当にわざわざ私が言うその経緯の中

に、減らした理由について、減らしてなかった理由についてっていう資料を用意してほし

いっていうわけじゃないんです。ただ本当に簡単でいいので一文入れていただけたらなと

いう思いで発言させてもらってますので、それをわざわざ、その資料を一部作らないとい

けないという意味で、私は発言しているわけではありません。

○網谷委員長 分かりました。今の読み原ですか、その中に含めるつもりで、私はおります。

ただ一枚一枚、５つほど提示しなければいけないのかなというふうな感覚で、皆さんに問

いかけたのはそこなんですよね。どうなんですかね。
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○日域委員 いや、例えばメリット・デメリットって言っても、端的に言えば山と島の議員、

いませんよね、今。そういうことでしょ。それでもいいか悪いかは別問題ですよ。だけど、

そういうことですよね。長々としゃべることはなくて、それ減らしたら減らしたなりに影

響は出てますよ、見たらすぐに分かりますよ、まとめるまでもなくね。

○網谷委員長 私の認識が悪いんか、結局メリット・デメリット、それから藤川委員が言わ

れた理由づけ、これは別に出してもよろしいということなんですか。

〔「はい」と呼ぶ者あり〕

○網谷委員長 そうですか。それじゃあ今の。

〔「なしで」と呼ぶ者あり〕

○網谷委員長 ということは３つということでよろしいですか。

〔「はい。省力化で行きましょう、省力化。」と呼ぶ者あり〕

○網谷委員長 そういうことで、じゃあ最初のほうで言った３つをテーマとして、次回の委

員会で、３月４日にその受け持つ人選もあろうかと思いますので、そういう協議をさせて

いただきます。

今日は。

〔発言する者あり〕

○網谷委員長 そういうことです、３月４日ね。定例会の中の基地周辺特別委員会の後にな

りますかね。それで、もしいろんな意見が交差しまして時間がかかるようでしたら、昼か

ら何かありますかね、局長。

〔「４日。入ってないです。」と呼ぶ者あり〕

○網谷委員長 ないということですので、仮に議論が伯仲しましたら、昼からに持ち越すか

も分かりませんので、心構えのほどよろしくお願いします。

では特別委員会はこれで閉会といたします。ありがとうございました。

12時12分 閉会


